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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

平成22年度
第１四半期連結
累計期間

平成23年度
第１四半期連結
累計期間

平成22年度

(自　平成22年
４月１日

至　平成22年
６月30日)

(自　平成23年
４月１日

至　平成23年
６月30日)

(自　平成22年
４月１日

至　平成23年
３月31日)

経常収益 百万円 20,640 20,377 81,078

経常利益 百万円 4,641 3,854 13,154

四半期純利益 百万円 2,725 1,840 ――

当期純利益 百万円 ―― ―― 7,135

四半期包括利益 百万円 1,932 4,297 ――

包括利益 百万円 ―― ―― 3,107

純資産額 百万円 250,069 253,815 250,368

総資産額 百万円 3,495,3483,616,7433,494,645

１株当たり四半期純利益

金額
円 12.97 8.77 ――

１株当たり当期純利益金

額
円 ―― ―― 33.98

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額
円 ―― ―― ――

潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額
円 ―― ―― ――

自己資本比率 ％ 6.91 6.76 6.90

　（注）１．当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４　経理の状況」中、「１　四半期連結財務諸表」の「１株当たり　　

情報」に記載しております。

３．平成22年度第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定に当たり、「包括利益の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないので記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間における、各セグメントに係る関係会社の異動は、次のとおりであります。

〔銀行業〕

　平成23年４月１日付で、かぎんオフィスサービス株式会社を存続会社とし、かぎんビジネスサービス株式会社を消

滅会社とする吸収合併を行い、かぎんオフィスビジネス株式会社に商号を変更いたしました。

〔リース業〕

　関係会社の異動はありません。　

〔その他〕

　関係会社の異動はありません。

　以上の結果、平成23年６月30日現在の当行グループ（当行及び当行の関係会社）は、当行、連結子会社７社及び持分

法非適用非連結子会社１社で構成されることとなりましたが、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業

の内容については、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスク内容についての重要な変更はありません。  

 

２【経営上の重要な契約等】

 該当事項はありません。　
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　以下の記載における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当行グループ（当行及び連

結子会社）が判断したものであります。　

(1)業績の状況

　当第1四半期（平成23年4月1日～平成23年6月30日）のわが国経済は、東日本大震災の影響により、輸出や生産活動

は低下しましたが、サプライチェーンの立て直しで期後半は上向きの動きがみられました。この間、雇用・所得環境

は持ち直しの動きに足踏みがみられ、厳しい状況が続きました。個人消費は震災の影響で悪化したものの、徐々に下

げ止まりつつあります。投資面では住宅投資は弱い動きになり、公共投資も総じて低調となりました。

このような状況のもと、日経平均株価は9,500円前後の低調な推移となり、原油価格の高止まりと食料品等の上昇

により、消費者物価の下落テンポは緩やかになりました。　

　地元経済におきましては、震災の影響で生産活動が弱含み、雇用情勢も依然として厳しい状況が続いたものの、九

州新幹線全通効果等で個人消費や観光関連に持ち直しの動きがみられました。

　このような金融経済環境のもと、当行グループの当第１四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。

 

○財政状態　

　預金は、個人預金及び法人預金の増加等により前連結会計年度末に比べ１７２億１２百万円増加して　　　　　３兆３

３１億４７百万円となりました。また、譲渡性預金は、公金預金の増加等により前連結会計年度末に比べ１，５３４

億８０百万円増加して２，００９億１３百万円となりました。

　貸出金は、公共向及び一般向ともに減少し、前連結会計年度末に比べ１１６億７３百万円減少の　　　　　　　２兆１，

０９４億５７百万円となりました。

　また、有価証券は、国債及び外国証券の減少等により前連結会計年度末に比べ３０７億５３百万円減少して　　１兆

３２２億２９百万円となりました。

　純資産は、その他有価証券評価差額金及び利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ３４億４７百万円

増加して２，５３８億１５百万円となりました。　

　

○経営成績

　連結ベースの経常収益は、資金運用収益が貸出金利息の減少等により２億９５百万円減少したことなどから、前第

１四半期連結累計期間に比べ２億６２百万円減少して２０３億７７百万円となりました。

　一方、経常費用は、資金調達費用が預金利息の減少等により４億９百万円減少したものの、営業経費が物件費及び

税金の増加等により６億２百万円、その他経常費用が株式等償却の増加等により３億５５百万円それぞれ増加した

ことなどから、前第１四半期連結累計期間に比べ５億２４百万円増加して１６５億２３百万円となりました。

　この結果、経常利益は、前第１四半期連結累計期間に比べ７億８７百万円減少して３８億５４百万円となりまし

た。四半期純利益は、特別損失が資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額が１億６８百万円減少したものの、法人

税等合計の増加等により前第１四半期連結累計期間に比べ８億８４百万円減少して１８億４０百万円となりまし

た。　

セグメント情報の業績を示すと次のとおりであります。　

a．銀行業

経常収益は、貸出金利息の減少等により前第１四半期連結累計期間に比べ２億１０百万円減少して　　　１

７０億５５百万円となり、経常費用は、株式等償却の増加等により前第１四半期連結累計期間に比べ　６億６

３百万円増加して１３５億５６百万円となりました。この結果、セグメント利益は前第１四半期連結累計期

間に比べ８億７３百万円減少して３４億９９百万円となりました。

b．リース業

経常収益は、前第１四半期連結累計期間同水準の３３億４２百万円となり、経常費用は、売上原価の減少等

により前第１四半期連結累計期間に比べ９１百万円減少して３１億４９百万円となりました。この結果、セ

グメント利益は前第１四半期連結累計期間に比べ５２百万円増加して１億９２百万円となりました。

c．その他

銀行業、リース業を除くその他の経常収益は、前第１四半期連結累計期間同水準の５億６百万円となり、経

常費用は、与信コストの減少等により前第１四半期連結累計期間に比べ１億２百万円減少して３億７百万円

となりました。この結果、セグメント利益は前第１四半期連結累計期間に比べ７９百万円増加して１億９９

百万円となりました。　 
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①　国内・国際業務部門別収支

当第１四半期連結累計期間の資金運用収支は、国内業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ６５百万円、

国際業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ４７百万円それぞれ増加したことから、合計でも１億　１３百

万円増加して１２４億３７百万円となりました。

役務取引等収支は、国内業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ１億１５百万円減少したことから、合計

でも１億１２百万円減少して２１億２６百万円となりました。

また、その他業務収支は、国内業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ２３百万円、国際業務部門が前第１

四半期連結累計期間に比べ２４百万円それぞれ増加したことから、合計でも４８百万円増加して８億　　２２百万

円となりました。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

資金運用収支
前第１四半期連結累計期間 12,171 153 ―― 12,324

当第１四半期連結累計期間 12,236 201 ―― 12,437

うち資金運用収益
前第１四半期連結累計期間 13,306 210 19 13,497

当第１四半期連結累計期間 12,941 280 18 13,202

うち資金調達費用
前第１四半期連結累計期間 1,135 57 19 1,173

当第１四半期連結累計期間 704 79 18 764

役務取引等収支
前第１四半期連結累計期間 2,227 11 ―― 2,238

当第１四半期連結累計期間 2,112 13 ―― 2,126

うち役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 2,915 15 ―― 2,931

当第１四半期連結累計期間 2,785 19 ―― 2,804

うち役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 687 4 ―― 692

当第１四半期連結累計期間 673 5 ―― 678

その他業務収支
前第１四半期連結累計期間 701 72 ―― 774

当第１四半期連結累計期間 725 97 ―― 822

うちその他業務収益
前第１四半期連結累計期間 3,496 90 ―― 3,586

当第１四半期連結累計期間 3,488 137 ―― 3,626

うちその他業務費用
前第１四半期連結累計期間 2,794 17　 ―― 2,812

当第１四半期連結累計期間 2,763 40　 ―― 2,803

　（注）１．「国内業務部門」は当行及び連結子会社の円建取引、「国際業務部門」は当行の外貨建取引であります。ただ

し、円建対非居住者取引等は国際業務部門に含めております。

２．相殺消去額は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息であります。

３．資金調達費用は、金銭の信託運用見合費用（前第１四半期連結累計期間３百万円、当第１四半期連結累計期

間２百万円）を控除して表示しております。　
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②　国内・国際業務部門別役務取引の状況

　当第１四半期連結累計期間の役務取引等収益は、国内業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ１億２９百

万円減少（減少率４．４５％）したことから、合計でも１億２６百万円減少（減少率４．３２％）しました。

　また、役務取引等費用は、国内業務部門が前第１四半期連結累計期間に比べ１４百万円減少（減少率　　　２．１

１％）したことから、合計でも１４百万円減少（減少率２．０５％）しました。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 2,915 15 2,931

当第１四半期連結累計期間 2,785 19 2,804

うち預金・貸出業務
前第１四半期連結累計期間 674 ―― 674

当第１四半期連結累計期間 629 ―― 629

うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 926 15 942

当第１四半期連結累計期間 898 14 912

うち証券関連業務
前第１四半期連結累計期間 233 ―― 233

当第１四半期連結累計期間 340 ―― 340

うち代理業務
前第１四半期連結累計期間 116 ―― 116

当第１四半期連結累計期間 174 ―― 174

うち保護預り・貸金

庫業務

前第１四半期連結累計期間 8 ―― 8

当第１四半期連結累計期間 9 ―― 9

うち保証業務
前第１四半期連結累計期間 156 0 157

当第１四半期連結累計期間 155 4 160

役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 687 4 692

当第１四半期連結累計期間 673 5 678

うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 135 4 139

当第１四半期連結累計期間 130 5 135

　（注）「国内業務部門」は当行及び連結子会社の円建取引に基づく役務取引等であり、「国際業務部門」は当行の外貨

建取引に基づく役務取引等であります。 

　

EDINET提出書類

株式会社鹿児島銀行(E03598)

四半期報告書

 6/23



③　国内・国際業務部門別預金残高の状況

○　預金の種類別残高（末残）

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

預金合計
前第１四半期連結会計期間 2,976,804 6,488 2,983,292

当第１四半期連結会計期間 3,026,574 6,572 3,033,147

うち流動性預金
前第１四半期連結会計期間 1,721,393―― 1,721,393

当第１四半期連結会計期間 1,789,882―― 1,789,882

うち定期性預金
前第１四半期連結会計期間 1,223,155―― 1,223,155

当第１四半期連結会計期間 1,207,921―― 1,207,921

うちその他
前第１四半期連結会計期間 32,255 6,488 38,744

当第１四半期連結会計期間 28,771 6,572 35,344

譲渡性預金
前第１四半期連結会計期間 158,018 ―― 158,018

当第１四半期連結会計期間 200,913 ―― 200,913

総合計
前第１四半期連結会計期間 3,134,822 6,488 3,141,311

当第１四半期連結会計期間 3,227,488 6,572 3,234,061

　（注）１．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金

３．国内業務部門は当行の円建取引、国際業務部門は当行の外貨建取引であります。ただし、円建対非居住者取引

は国際業務部門に含めております。 
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④　貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況（残高・構成比）

業種別
平成22年６月30日 平成23年６月30日

貸出金残高
(百万円)

構成比（％）
貸出金残高
(百万円)

構成比（％）

国内（除く特別国際金融取引勘定分） 2,047,109　　 100.00 2,109,457　　 100.00

製造業 159,447 7.79 162,064 7.68

農業，林業 38,881 1.90 41,296 1.96

漁業 8,043 0.39 8,363 0.40

鉱業，採石業，砂利採取業 3,302 0.16 2,549 0.12

建設業 62,186 3.04 63,370 3.00

電気・ガス・熱供給・水道業 21,338 1.04 25,408 1.21

情報通信業 21,058 1.03 24,399 1.16

運輸業，郵便業 40,494 1.98 49,957 2.37

卸売業，小売業 263,844 12.89 282,027 13.37

金融業，保険業 41,575 2.03 47,503 2.25

不動産業，物品賃貸業 190,899 9.33 192,226 9.11

各種サービス業 320,677 15.66 326,178 15.46

地方公共団体 357,097 17.44 358,560 17.00

その他 518,267 25.32 525,556 24.91

特別国際金融取引勘定分 ―― ―― ―― ――

政府等 ―― ―― ―― ――

金融機関 ―― ―― ―― ――

その他 ―― ―― ―― ――

合計 2,047,109―― 2,109,457――

　（注）「国内」とは当行及び連結子会社であります。

　  

 

EDINET提出書類

株式会社鹿児島銀行(E03598)

四半期報告書

 8/23



(2)事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第１四半期連結累計期間において、当行グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)研究開発活動

　該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 800,000,000

計 800,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 210,403,655 210,403,655
東京証券取引所市場第一部

福岡証券取引所

権利内容に何ら

限定のない当行

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は1,000株であ

ります。

計 210,403,655210,403,655 － ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　　　　　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
― 210,403 ― 18,130,760― 11,204,294

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、　

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　　ります。

 

　①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

　普通株式

 

    

492,000

―

権利内容に何ら限定の

ない当行における標準

となる株式であり、単

元株式数は1,000株で

あります。

完全議決権株式（その他） 　普通株式 208,671,000 208,671 同上

単元未満株式 　普通株式 1,240,655 ― 同上

発行済株式総数  210,403,655― ―

総株主の議決権 ― 208,671 ―

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

  株式会社鹿児島銀行

鹿児島県鹿児島市

　金生町６番６号
492,000― 492,000 0.23

計 ― 492,000― 492,000 0.23

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。 
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第４【経理の状況】
　

１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」（昭

和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

　

２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（自平成23年４月１日　至平成

23年６月30日）及び第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

現金預け金 119,061 145,556

コールローン及び買入手形 54,978 192,971

買入金銭債権 8,066 8,604

商品有価証券 231 216

金銭の信託 12,441 12,544

有価証券 1,062,983 1,032,229

貸出金 ※1
 2,121,130

※1
 2,109,457

外国為替 1,515 1,697

リース債権及びリース投資資産 19,605 19,586

その他資産 ※1
 28,639

※1
 31,920

有形固定資産 55,646 55,599

無形固定資産 12,603 12,483

繰延税金資産 2,594 922

支払承諾見返 26,178 24,005

貸倒引当金 △31,029 △31,052

資産の部合計 3,494,645 3,616,743

負債の部

預金 3,015,935 3,033,147

譲渡性預金 47,432 200,913

コールマネー及び売渡手形 30,266 26,479

債券貸借取引受入担保金 41,752 21,051

借用金 47,197 21,396

外国為替 53 66

その他負債 22,929 22,807

役員賞与引当金 50 12

退職給付引当金 824 855

役員退職慰労引当金 670 706

睡眠預金払戻損失引当金 902 902

偶発損失引当金 220 250

繰延税金負債 － 473

再評価に係る繰延税金負債 9,861 9,857

支払承諾 26,178 24,005

負債の部合計 3,244,277 3,362,927

純資産の部

資本金 18,130 18,130

資本剰余金 11,216 11,216

利益剰余金 184,139 185,146

自己株式 △331 △334

株主資本合計 213,154 214,159

その他有価証券評価差額金 14,962 17,308

繰延ヘッジ損益 △408 △439

土地再評価差額金 13,612 13,605

その他の包括利益累計額合計 28,166 30,475

少数株主持分 9,046 9,180

純資産の部合計 250,368 253,815

負債及び純資産の部合計 3,494,645 3,616,743
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

経常収益 20,640 20,377

資金運用収益 13,497 13,202

（うち貸出金利息） 10,234 9,960

（うち有価証券利息配当金） 3,182 3,147

役務取引等収益 2,931 2,804

その他業務収益 3,586 3,626

その他経常収益 625 744

経常費用 15,998 16,523

資金調達費用 1,176 767

（うち預金利息） 768 380

役務取引等費用 692 678

その他業務費用 2,812 2,803

営業経費 10,275 10,877

その他経常費用 ※1
 1,041

※1
 1,396

経常利益 4,641 3,854

特別利益 0 －

固定資産処分益 0 －

償却債権取立益 0 －

特別損失 202 29

固定資産処分損 33 29

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 168 －

税金等調整前四半期純利益 4,439 3,824

法人税、住民税及び事業税 1,463 1,335

法人税等調整額 150 508

法人税等合計 1,613 1,843

少数株主損益調整前四半期純利益 2,825 1,980

少数株主利益 100 139

四半期純利益 2,725 1,840
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,825 1,980

その他の包括利益 △893 2,316

その他有価証券評価差額金 △824 2,347

繰延ヘッジ損益 △68 △30

四半期包括利益 1,932 4,297

親会社株主に係る四半期包括利益 1,836 4,155

少数株主に係る四半期包括利益 96 141
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

連結の範囲の重要な変更　

  当第１四半期連結累計期間において、平成23年４月１日付で、かぎんオフィスサービス株式会社を存続会社とし、か

ぎんビジネスサービス株式会社を消滅会社とする吸収合併を行い、かぎんオフィスビジネス株式会社に商号を変更い

たしました。

  この結果、平成23年６月30日現在の当行グループ（当行及び当行の関係会社）は、当行、連結子会社７社及び持分法

非適用非連結子会社１社で構成されることとなりました。

　

　

　

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

※１．貸出金等のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。

※１．貸出金等のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。

破綻先債権額 7,806百万円

延滞債権額 26,823百万円

３ヵ月以上延滞債権額 895百万円

貸出条件緩和債権額 28,637百万円

破綻先債権額 7,704百万円

延滞債権額 27,203百万円

３ヵ月以上延滞債権額 924百万円

貸出条件緩和債権額 29,751百万円

　なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であり

ます。

　なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であり

ます。

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※１．その他経常費用には、貸倒引当金繰入額801百万円　

を含んでおります。

※１．その他経常費用には、株式等償却1,163百万円を含

んでおります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

　前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　

　減価償却費　　　　　　  　999百万円

　

　

　減価償却費　　　　　　　1,249百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　

１．配当金支払額

 
（決　議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 839 4.00平成22年３月31日平成22年６月28日

その他利益剰

余金　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

　　　となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　　

１．配当金支払額

 
（決　議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 839 4.00平成23年３月31日平成23年６月29日

その他利益剰

余金　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

　　　となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
報告セグメント　

その他 　合計　　
調整額　　
　

四半期連
結損益計
算書計上
額　

銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客に対する経常収益 17,1733,08220,256 384 20,640 － 20,640

   セグメント間の内部経常収益 92 298 390 145 536 △536 －

計 17,2653,38120,647 529 21,176△536 20,640

セグメント利益 4,372 140 4,513 120 4,633 8 4,641

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、主なものは保証及び

クレジット業務等であります。

３．セグメント利益の調整額8百万円には、セグメント間取引消去△36百万円、貸倒引当金調整額45百万円

が含まれております。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
報告セグメント　

その他 　合計　　
調整額　　
　

四半期連
結損益計
算書計上
額　

銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客に対する経常収益 16,9793,02620,005 371 20,377 － 20,377

   セグメント間の内部経常収益 76 315 392 134 526 △526 －

計 17,0553,34220,398 506 20,904△526 20,377

セグメント利益 3,499 192 3,692 199 3,891 △37 3,854

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、主なものは保証及び

クレジット業務等であります。

３．セグメント利益の調整額△37百万円は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額及び算定上の基礎は、潜在株式が存在しないため記載を省略しております。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額  円 12.97 8.77

（算定上の基礎）  　 　

四半期純利益 百万円 2,725 1,840

普通株主に帰属しない金額 百万円 － －

普通株式に係る四半期純利益 百万円 2,725 1,840

普通株式の期中平均株式数 千株 209,981 209,908

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月３日

株式会社　鹿児島銀行

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松尾　政治　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西元　浩文　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 荒牧　秀樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鹿児島銀行

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鹿児島銀行及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（※）1．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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